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基礎看護学Ⅱ実習

Ⅰ．実習目的
患者との人間関係を基盤に看護のアセスメントの視点に基づいて患者を総合的に理解し、科学的根拠

に基づいた看護を実践できる基礎的能力を学ぶ。

Ⅱ．実習目標・行動目標

実習目標 学習項目 学習の視点

1．  受け持ち患者
の健康問題や
生活の状況を
身体的・心理
的・社会的側
面から理解で
きる。

①必要な情報源・情報手段を活
用
②収集した情報の整理
　（ゴードンの 11 の機能的健
康パターン）
③パターン毎に人間の反応の
解釈・分析
④関連図
⑤全体像の要約

基礎Ⅱ－ 1用紙
・アセスメントは、パターン毎に行う。
・Step1：情報収集分類…始めの 3日間で、2
栄養 - 代謝パターン、3排泄パターン、4活
動 - 運動パターン、5睡眠 - 休息パターン、6
認知 -知覚パターンについて優先的に情報を
収集し、項目ごとに整理する。

・Step2：解釈（人間の反応の逸脱の有無の判
断：基準値内か低下か悪化か、潜在性の問題
の判断をする。

・Step3：分析（逸脱に関する原因や誘因、成
り行きの分析）をする。

・Step4：パターン全体の問題を判断する。
　2日目以降、患者との関わりを持ちながら、そ
の他のパターンについて、個別性をふまえて
基準からの逸脱、潜在的な問題の有無を判断
する。

・いずれも、逸脱のみを焦点化せず、良い状態
は強みとして判断し、看護に活かす。

・推定問題はアセスメントの結論を簡単に要
約する。
基礎Ⅱ－ 2用紙
・関連図は、患者のプロフィールを中心に据
え、アセスメントの結果を反映させ、11 の
パターン全体（人間の反応）の関連性を意識
して描く。

・全体像には、患者の年齢、発達段階、医学的
診断、現病歴、既往歴を記し、関連図で描い
た内容を反映させる。今の患者の問題が明確
にわかるように記述する。

2．  受け持ち患者
の看護問題を
考えることが
できる。

①カルペニートの看護診断
②看護診断の定義と照合
③診断指標、関連因子または危
険因子
④看護診断の確定
⑤看護診断の優先順位

基礎Ⅱ－ 3用紙
・看護診断は、定義、診断指標・関連因子（危
険因子）に沿って判断する。

　優先順位＃1の看護診断を決定し、問題解
決する。

・確定した看護診断には、定義、診断指標・関
連因子（または危険因子）を明記する。
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3．  受け持ち患者
の看護計画を
立案し、評価
できる。

①目標、看護成果（期待する成
果）
②具体的指標
③看護介入（OP・CP・EP）
④看護介入の科学的根拠
⑤達成状況の評価（具体的指
標・看護成果と照合）
⑥計画の追加・修正

基礎Ⅱ－ 3用紙
・看護成果は期待する成果（1週間程度で達成
しうる短期目標）を記述する。

・具体的指標は診断指標の具体的なデータを
記述する。

・看護介入はOP・CP・EPに分けて記述する。
看護介入の科学的根拠は、文献を活用して記
述する。

4．  看護計画に基
づき個別性の
ある援助を実
施できる。

①患者の状態観察
②実施可能か判断
③計画に基づいた実施
　（観察技術、生活支援技術、診
断治療に伴う技術）
④患者の安全・安楽に配慮
⑤実施した結果の報告

基礎Ⅱ－ 4用紙
・立案した計画は、患者の状態を判断し、指導
者に確認（学生の責務）した上で、患者の反
応を見ながら実施する。

・実施は、看護の基本的機能（環境、感染予防、
コミュニケーション、安全・安楽、ボディメ
カニクス）を含むことを意識しながら行う。

・実施によって得た患者の反応は、OPに沿っ
て観察し、Sデータ、Oデータに分けて記述
する。その後、看護成果・具体的指標と照合
し、達成状況を判断する。

・達成状況の要因について分析し、必要に応じ
て援助計画の追加・修正をする。

・上記について SOAPで記述する

5．  患者の状況に
応じたコミュ
ニケーション
ができる。

①意図的なコミュニケーショ
ン
②コミュニケーション技術（傾
聴・共感）
③自己のコミュニケーション
場面の分析、課題の明確化

プロセスレコード
・患者に対して受容・共感・傾聴の姿勢で臨む。
・実習 1週目と 2週目に、気がかりな場面、印
象に残る場面をふりかえり整理する。

・患者もしくは自己の防衛機制やコーピング
について考察する。

・プロセスレコードを通して、担当教員の指導
を受ける。

6．  実施した援助
の経過をまと
め、看護過程
を評価できる。

①看護の要約
　（達成状況、看護成果・具体
的指標の尺度）
②今後の課題
③自己省察

基礎Ⅱ－ 5用紙
・看護診断に対する問題解決のプロセスを振
り返り、学んだことを明らかにする。

・看護の要約は以下の内容を含む。
①基礎情報：成長発達段階、性別、家族構成・
社会的役割

②医学診断名、現病歴（入院に至るまでの経
過）、病期、主な治療、既往歴

③看護診断名、目標・成果
④実施した看護の要約（CP・EPの要約）
⑤患者の反応の要約（OP；S・Oデータ）
⑥評価（今後の課題）
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Ⅲ．評価の観点

目標
観点

知識・技能 思考・判断・
表現

主体的に学習に
取り組む態度

1．  受け持ち患者の健康問題や生活の状況を身体的・
心理的・社会的側面から理解できる。 〇 〇

2．受け持ち患者の看護問題を考えることができる。 〇 〇

3．受け持ち患者の看護計画を立案し、評価できる。 〇 〇

4．看護計画に基づき個別性のある援助を実施できる。 〇 〇

5．患者の状況に応じたコミュニケーションができる。 〇 〇

6．  実施した援助の経過をまとめ、看護過程を評価で
きる。 〇 〇

Ⅳ．実習展開
1．事前学内実習　　18時間

1）実習目的

シミュレーションを通して、看護過程展開のプロセスにおける自己の課題を明確にし、実習の準備を

整える。

2）目標

（1）事例の看護診断に対する看護計画を立案できる。

（2）事例の看護計画をロールプレイし、援助場面における自己の課題を明確にできる。

（3）取り組みを評価し、実習で協力し合えることについて確認できる。

3）展開（後日提示）

2．実習中の学内実習　8時間

1）実習目的

実習 3日間を通して得たデータをアセスメントし、受け持ち患者の全体像の把握につとめる。

2）実習目標

（1）実習 3日間で得たデータのアセスメント（分類、解釈・分析・判断）ができる。

（2）各機能的健康パターンの関連性を全体像に表すことができる。

3．事後学内実習　　6時間

1）実習目的

LTD予習、ミーティングを通して基礎看護学Ⅱ実習の体験を価値づけ、学びを共有し深化できる。

2）実習目標

（1）基礎看護学Ⅱ実習の体験を LTD-NP 過程プラン・予習のシートに記述できる。

（2）チームメンバーと各自の学びを共有し、ディスカッションできる。

（3）カンファレンスを通して各自の看護を価値づけできる。
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時間数 内容 方法 学習課題

2 コマ
4時間 LTD予習

（1）ミーティング資料を作成する。
（2）  チームメンバーの資料を読解し、疑問点や深めた

いことを抽出する。
LTDミー
ティング資
料1コマ

2時間
LTDカンファレ
ンス

（1）  チームメンバーとそれぞれの実習体験を共有し、
ディスカッションする。

4．臨地実習

実習日 実習内容 学習課題

臨地
1日目 病棟オリエンテーション、患者の同意確認情報収集 基礎Ⅱ－1－情報の整理・解釈

臨地
2日目 情報収集、病棟の計画に沿った実践 基礎Ⅱ－1加筆

臨地
3日目

情報収集、病棟の計画に沿った実践
カンファレンス；患者理解について 基礎Ⅱ－1加筆

学内
4コマ

学内実習
看護の方向性決定

基礎Ⅱ－1加筆
基礎Ⅱ－2 

臨地
4日目

情報収集、病棟の計画に沿った実践
カンファレンス；初期計画の発表

基礎Ⅱ－1加筆
基礎Ⅱ－2加筆・基礎Ⅱ－3

臨地
5日目 計画に基づく実践 基礎Ⅱ－2加筆

基礎Ⅱ－3加筆・基礎Ⅱ－4

臨地
6日目 計画に基づく実践 基礎Ⅱ－3加筆

基礎Ⅱ－4

臨地
7日目 計画に基づく実践 基礎Ⅱ－4

臨地
8日目 計画に基づく実践 基礎Ⅱ－4

臨地
9日目 計画に基づく実践 基礎Ⅱ－4

臨地
10 日目 計画に基づく実践 基礎Ⅱ－4、基礎Ⅱ－5

臨地
11 日目

計画に基づく実践
最終カンファレンス 基礎Ⅱ－4、基礎Ⅱ－5加筆

＊プロセスレコードは、実上旬・中旬に各 1場面、計 2場面記述する。

＊熱型表は、受け持ち期間中毎日記述する。
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Ⅴ．実習記録・その他の記録

実習記録 配布枚数 備考

①実習計画表 6枚

②基礎Ⅱ－1－情報の整理・解釈 11 枚

③基礎Ⅱ－2－全体像 1枚

④基礎Ⅱ－3－看護計画 2枚 PC使用可

⑤基礎Ⅱ－4－実施記録 7枚

⑥熱型表 3枚

⑦基礎Ⅱ－5－実習のまとめ 1枚

⑧対象者の安全を守るためのリスクアセスメントマップ 1枚

⑨プロセスレコード 2枚

⑩ LTD　ミーティング用資料（A3） 1枚

⑪安全に関する体験報告書 1枚

Ⅵ．評価について
1）実習評価はルーブリックの評価基準（尺度）に基づいて評価する。

2）自己評価（中間・最終）は学生自身が行い、ボールペンで記載する。

3）指導者・教員評価は実習指導者と協議の上、教員が行う。
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基礎看護学Ⅱ実習　ルーブリック
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基礎看護学Ⅱ実習　評価表
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